
環境モデル都市アクションプラン概要（豊田市） 平成21年３月

１

１．全体構想

・基準年（1990年）排出量：５５４万t-CO2

・2004年度排出量：５８４万t-CO2

・2030年削減目標：【必達】３０％【ﾁｬﾚﾝｼﾞ】５０％

・2050年削減目標：【必達】５０％【ﾁｬﾚﾝｼﾞ】７０％

＜取組の全体像＞

増加量（t-CO2）

▲3.21.7その他

増減率(%)
2030年/1990年

内訳(%)部門

8.1民生（家庭）
▲17.6

7.9民生（業務等）

▲40.014.7運輸

165,000－森林吸収量

▲27.067.6産業

【基本コンセプト】 人と環境と技術が融合する環境先進都市 「ハイブリッド・シティ とよた」【基本コンセプト】 人と環境と技術が融合する環境先進都市 「ハイブリッド・シティ とよた」
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環境と交通技術のハイブリッド

環境と産業技術のハイブリッド

都市と森林のハイブリッド
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環境技術による明日の快適な低炭素社会
を提案

環境とくらしの技術のハイブリッド
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・pHV共同利用システムの導入
・エコカーの購入支援制度を拡充
・エコドライブロードの設置整備
・インフラ協調型安全運転支援の実証実験

・バス優先レーンの試行導入
・パーソナルモビリティの運用実証<都心>
・pHV共同利用システムの導入<再掲>
・共通ICカードの導入

・豊田市環境経営ネットワークの構築

・間伐の強力実施、地域の合意形成組織の展開
・森林マネジメント組織の設立

●かしこくクルマと道路を使うエコカーライフ
の実現

●人と環境にやさしい公共交通の整備

・地域材の加工ﾌﾟﾗﾝﾄの整備及び有効利用の取組

・低炭素社会モデル地区の整備

・太陽光発電システムの導入支援拡大

・豊田市版エコポイントを活用した行動転
換の促進（新たなエコポイントの運用）

●太陽光発電システムの普及促進

●低炭素社会モデル地区の実現

・豊田市環境経営ネットワークの構築

●間伐の強力実施によるCO2吸収量最大化

●地域材の利用推進

●市民啓発活動及び森林環境教育の実施

・ゾーン規制の導入実験
・パーソナルモビリティの運用実証
・pHV共同利用システムの導入<交通>
・共通ICカードの導入<交通>

●「人」と「緑」の都心づくり

・(仮)中央保健センター（新東庁舎）
・環境配慮型公共施設の改修（エコスクー
ル整備促進（土橋小学校））

・(仮)環境先進都市を実現するとよた市民
の会の設立
・(仮)環境先進都市とよた推進機構の設立
・(仮)CO2削減基金の創設

●照明・家電製品・建築物の省エネ化

●見える化による環境知識や関心の向上

●豊田市環境経営ネットワークの構築による環
境経営の普及

・中小企業が一体となったCO2削減活動の推進

●サスティナブル・プラントへの移行推進

●地域住民等との連携体制



２．５年以内に具体化する主な取組

２

Ｈ２４年度

Ｈ２２年度

Ｈ２５年度

Ｈ２３年度

Ｈ２１年度

取組スケジュール

－中期

地方の元気再
生事業、低炭
素地域づくり面
的対策推進事
業 等

－５年間（１）低炭素社会モデル地区の整備（都心）

交通、住宅等に関する先進環境技術を公募導入し、快適
な低炭素社会を実体験できる「まち」を整備。先進環境技術
を実証実験することにより、市内外での事業化・導入展開を
誘導。

活用を想定す
る事業等

削減見込み（CO2-t）取組の内容

Ｈ２４年度

・基幹バスへのＨＶ
導入拡大

Ｈ２２年度

Ｈ２５年度

Ｈ２３年度

・pHV共同利用計画
策定～導入、評価

・購入補助（継続）、
拡充検討

Ｈ２１年度

取組スケジュール

96,300中期

環境保全型の
地域づくりの推
進支援事業
等

47,500５年間（２）エコカーの普及（交通）

ｐHV共同利用（カーシェアリング、太陽光発電を利用した
充電施設等の整備）の実施、基幹バスへのＨＶ導入拡大、
エコカー購入補助等を実施。

活用を想定す
る事業等

削減見込み（CO2-t）取組の内容

事業計画案検討
（合意形成等）
～
決定
～
施設整備

事業実施イメージ
《導入技術の例》
・環境共生住宅
・自然エネルギー利用
・緑化技術
・パーソナルモビリティ 等

《導入技術の例》
・環境共生住宅
・自然エネルギー利用
・緑化技術
・パーソナルモビリティ 等

順次供用開始

ｐHV共同利用の事業実施イメージ

・ｐＨＶによるカーシェアリング
・ｐＨＶを都心に集中的に導入
・太陽光発電を利用した充電施設を整備

・ｐＨＶによるカーシェアリング
・ｐＨＶを都心に集中的に導入
・太陽光発電を利用した充電施設を整備



Ｈ２４年度

Ｈ２２年度

Ｈ２５年度

Ｈ２３年度

Ｈ２１年度

取組スケジュール

252,000中期

事業場等省エ
ネルギー支援
サービス導入
事業 等

80,000５年間（３）豊田市環境経営ネットワークの構築による環境経営の
普及、サスティナブル・プラントへの移行推進（産業）

先進的に環境改善に取り組む企業からの協力、市からの
資金補助や情報提供、商工会議所からの経営指導の一体
的実施により、中小企業のCO2削減や環境経営の推進を
一体的にマネジメント。

活用を想定す
る事業等

削減見込み（CO2-t）取組の内容

Ｈ２４年度

Ｈ２２年度

約６割の人工林を
健全化

Ｈ２５年度

Ｈ２３年度

間伐支援、森づくり
会議設立推進

Ｈ２１年度

取組スケジュール

164,700中期

美しい森林基
盤整備事業、
森林居住環境
整備事業 等

107,800５年間（４）間伐の強力実施、地域合意形成組織の展開（森林）

事業地の集約化を目指した地域の合意組織「森づくり会
議」や国県補助に市費を上乗せした高率補助等により強力
に間伐を実施。Ｈ３９年度までに全ての人工林を健全化。

活用を想定す
る事業等

増加見込み（CO2-t）
（森林吸収）

取組の内容

森づくり会議事業実施イメージ

○○地域森づくり会議

作業道

林道
搬出路

Ａ団地

Ｂ団地
Ｃ団地

森林組合 豊田市

・人工林の集団的間
伐を推進する集落
単位の組織
・森林所有者自らが
管理・整備の方針を
定める

・人工林の集団的間
伐を推進する集落
単位の組織
・森林所有者自らが
管理・整備の方針を
定める

体制整備検討（詳細）

運営

事業実施イメージ

市内中小企業 中小企業の
ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾄ化

中小企業の
ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾄ化

・ｴｺｱｸｼｮﾝ21導入
・環境管理者育成
・省エネ診断
・ＥＳＣＯ事業導入
・・・

・ＣＯ２削減
・コスト削減
・企業競争力の向上

豊田市環境経営
ﾈｯﾄﾜｰｸへの参画

豊田市環境経営ﾈｯﾄﾜｰｸ
運営委員会

豊田市 環境先進企業

中小企業への財
政的支援

・システム等構築
・モデル事業実施

・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
（PDCA）
・継続的省ｴﾈ推進
・取組ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向
上

・取組の評価・公表・ﾌｫﾛｰ
・優秀企業の表彰等
・ｾﾐﾅｰ、現地研修の実施
・先進事例等の情報発信

・ＣＯ２目標管理（ＰＤＣＡ）
・総合的な支援

協力



豊田市の排出削減イメージ
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